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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１及び第２の端子を有する所定インピーダンスのインピーダンス回路と、
　エミッタ間を抵抗により接続し、第１及び第２の入力端の電圧に応じて、前記インピー
ダンス回路の第１及び第２の端子にそれぞれ駆動電流を供給する第１の差動対と、
　エミッタ間を抵抗により接続し、前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子の電圧
に応じて、それぞれ前記第２及び第１の入力端より電流を流出させる第２の差動対と、
　ベース電圧が所定電圧に保持され、それぞれ抵抗を介してエミッタ間を前記インピーダ
ンス回路により接続することにより、前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子を直
流的に前記所定電圧で決まる電圧に保持する第３の差動対と、
　エミッタ間を抵抗により接続してそれぞれ定電流源に接続し、前記インピーダンス回路
の第１及び第２の端子から電流を流出させる第４の差動対と、
　前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子をそれぞれベースに接続し、前記インピ
ーダンス回路の第１及び第２の端子電圧に応じてベース電圧をそれぞれ可変する第１及び
第２のトランジスタとを有し、
　前記第１の差動対の１組のトランジスタのベースに、それぞれ前記第１及び第２の入力
端が接続されると共に、前記第２の差動対の１組のトランジスタのコレクタがそれぞれ接
続され、
　前記第２の差動対の１組のトランジスタのベースが、前記第２及び第１のトランジスタ
のエミッタ及び前記第４の差動対の１組のトランジスタのベースに接続された
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　ことを特徴とするインピーダンス変換回路。
【請求項２】
　エミッタ間を抵抗により接続し、第３及び第４の入力端の電圧に応じて、前記インピー
ダンス回路の第１及び第２の端子にそれぞれ駆動電流を供給する第５の差動対と、
　エミッタ間を抵抗により接続し、前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子の電圧
に応じて、それぞれ前記第４及び第３の入力端より電流を流出させる第６の差動対とを有
する
　ことを特徴とする請求項１に記載のインピーダンス変換回路。
【請求項３】
　インピーダンス変換回路を有する映像機器であって、
　前記インピーダンス変換回路は、
　第１及び第２の端子を有する所定インピーダンスのインピーダンス回路と、
　エミッタ間を抵抗により接続し、第１及び第２の入力端の電圧に応じて、前記インピー
ダンス回路の第１及び第２の端子にそれぞれ駆動電流を供給する第１の差動対と、
　エミッタ間を抵抗により接続し、前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子の電圧
に応じて、それぞれ前記第２及び第１の入力端より電流を流出させる第２の差動対と、
　ベース電圧が所定電圧に保持され、それぞれ抵抗を介してエミッタ間を前記インピーダ
ンス回路により接続することにより、前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子を直
流的に前記所定電圧で決まる電圧に保持する第３の差動対と、
　エミッタ間を抵抗により接続してそれぞれ定電流源に接続し、前記インピーダンス回路
の第１及び第２の端子から電流を流出させる第４の差動対と、
　前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子をそれぞれベースに接続し、前記インピ
ーダンス回路の第１及び第２の端子電圧に応じてベース電圧をそれぞれ可変する第１及び
第２のトランジスタとを有し、
　前記第１の差動対の１組のトランジスタのベースに、それぞれ前記第１及び第２の入力
端が接続されると共に、前記第２の差動対の１組のトランジスタのコレクタがそれぞれ接
続され、
　前記第２の差動対の１組のトランジスタのベースが、前記第２及び第１のトランジスタ
のエミッタ及び前記第４の差動対の１組のトランジスタのベースに接続された
　ことを特徴とする映像機器。
【請求項４】
　エミッタ間を抵抗により接続し、第３及び第４の入力端の電圧に応じて、前記インピー
ダンス回路の第１及び第２の端子にそれぞれ駆動電流を供給する第５の差動対と、
　エミッタ間を抵抗により接続し、前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子の電圧
に応じて、それぞれ前記第４及び第３の入力端より電流を流出させる第６の差動対とを有
する
　ことを特徴とする請求項３に記載の映像機器。
【請求項５】
　インピーダンス変換回路を有するオーディオ機器であって、
　前記インピーダンス変換回路は、
　第１及び第２の端子を有する所定インピーダンスのインピーダンス回路と、
　エミッタ間を抵抗により接続し、第１及び第２の入力端の電圧に応じて、前記インピー
ダンス回路の第１及び第２の端子にそれぞれ駆動電流を供給する第１の差動対と、
　エミッタ間を抵抗により接続し、前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子の電圧
に応じて、それぞれ前記第２及び第１の入力端より電流を流出させる第２の差動対と、
　ベース電圧が所定電圧に保持され、それぞれ抵抗を介してエミッタ間を前記インピーダ
ンス回路により接続することにより、前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子を直
流的に前記所定電圧で決まる電圧に保持する第３の差動対と、
　エミッタ間を抵抗により接続してそれぞれ定電流源に接続し、前記インピーダンス回路
の第１及び第２の端子から電流を流出させる第４の差動対と、
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　前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子をそれぞれベースに接続し、前記インピ
ーダンス回路の第１及び第２の端子電圧に応じてベース電圧をそれぞれ可変する第１及び
第２のトランジスタとを有し、
　前記第１の差動対の１組のトランジスタのベースに、それぞれ前記第１及び第２の入力
端が接続されると共に、前記第２の差動対の１組のトランジスタのコレクタがそれぞれ接
続され、
　前記第２の差動対の１組のトランジスタのベースが、前記第２及び第１のトランジスタ
のエミッタ及び前記第４の差動対の１組のトランジスタのベースに接続された
　ことを特徴とするオーディオ機器。
【請求項６】
　エミッタ間を抵抗により接続し、第３及び第４の入力端の電圧に応じて、前記インピー
ダンス回路の第１及び第２の端子にそれぞれ駆動電流を供給する第５の差動対と、
　エミッタ間を抵抗により接続し、前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子の電圧
に応じて、それぞれ前記第４及び第３の入力端より電流を流出させる第６の差動対とを有
する
　ことを特徴とする請求項５に記載のオーディオ機器。
【請求項７】
　インピーダンス変換回路を有する通信装置であって、
　前記インピーダンス変換回路は、
　第１及び第２の端子を有する所定インピーダンスのインピーダンス回路と、
　エミッタ間を抵抗により接続し、第１及び第２の入力端の電圧に応じて、前記インピー
ダンス回路の第１及び第２の端子にそれぞれ駆動電流を供給する第１の差動対と、
　エミッタ間を抵抗により接続し、前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子の電圧
に応じて、それぞれ前記第２及び第１の入力端より電流を流出させる第２の差動対と、
　ベース電圧が所定電圧に保持され、それぞれ抵抗を介してエミッタ間を前記インピーダ
ンス回路により接続することにより、前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子を直
流的に前記所定電圧で決まる電圧に保持する第３の差動対と、
　エミッタ間を抵抗により接続してそれぞれ定電流源に接続し、前記インピーダンス回路
の第１及び第２の端子から電流を流出させる第４の差動対と、
　前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子をそれぞれベースに接続し、前記インピ
ーダンス回路の第１及び第２の端子電圧に応じてベース電圧をそれぞれ可変する第１及び
第２のトランジスタとを有し、
　前記第１の差動対の１組のトランジスタのベースに、それぞれ前記第１及び第２の入力
端が接続されると共に、前記第２の差動対の１組のトランジスタのコレクタがそれぞれ接
続され、
　前記第２の差動対の１組のトランジスタのベースが、前記第２及び第１のトランジスタ
のエミッタ及び前記第４の差動対の１組のトランジスタのベースに接続された
　ことを特徴とする通信装置。
【請求項８】
　エミッタ間を抵抗により接続し、第３及び第４の入力端の電圧に応じて、前記インピー
ダンス回路の第１及び第２の端子にそれぞれ駆動電流を供給する第５の差動対と、
　エミッタ間を抵抗により接続し、前記インピーダンス回路の第１及び第２の端子の電圧
に応じて、それぞれ前記第４及び第３の入力端より電流を流出させる第６の差動対とを有
する
　ことを特徴とする請求項７に記載の通信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、インピーダンス変換回路、映像機器、オーディオ機器及び通信装置に関し、例
えばラジオ受信機、テレビジョン受像機、衛星放送受信機、ビデオテープレコーダ、移動
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体通信機等に適用することができる。本発明は、第１及び第２の入力端電圧に応じてイン
ピーダンス回路の第１及び第２の端子に駆動電流を供給すると共に、この第１及び第２の
端子電圧に応じて第２及び第１の入力端より電流を流出させることにより、従来に比して
高い周波数で使用でき、かつ集積回路化に適したインピーダンス変換回路と、このインピ
ーダンス変換回路を用いた映像機器等を提案する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、オーディオ機器等の比較的周波数の低い信号を処理する機器においては、図５に示
すようなインピーダンス変換回路１により所望の特性によるインピーダンスが作成され、
この作成したインピーダンスによりオーディオ信号等を信号処理するようになされている
。
【０００３】
すなわちインピーダンス変換回路１は、５つのインピーダンス回路２～６が直列接続され
、これらインピーダンス回路２～６間に演算増幅回路７及び８が接続される。ここで５つ
のインピーダンス回路２～６は、必要とするインピーダンスに応じてそれぞれ所定のイン
ピーダンスＺＡ～ＺＥに設定される。また第１の演算増幅回路７は、第２及び第３のイン
ピーダンス回路３及び４の接続中点に反転入力端が接続され、第４及び第５のインピーダ
ンス回路５及び６の接続中点に非反転入力端が接続され、出力端が第１及び第２のインピ
ーダンス回路２及び３の接続中点に接続される。また第２の演算増幅回路８は、このイン
ピーダンス変換回路の入力端Ｖｉｎに非反転入力端が接続され、第２及び第３のインピー
ダンス回路３及び４の接続中点に反転入力端が接続され、出力端が第３及び第４のインピ
ーダンス回路４及び５の接続中点に接続される。
【０００４】
これによりインピーダンス変換回路１は、入力端Ｖｉｎから見た入力インピーダンスＺｉ
ｎを次式により表すことができ、これによりインピーダンス回路２～６を種々に設定して
入力インピーダンスＺｉｎを所望の値に設定できるようになされている。
【０００５】
【数１】

【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところでこのインピーダンス変換回路１は、演算増幅回路７及び８により動作周波数が１
〔ＭＨｚ〕以下に限られる問題がある。これによりビデオ帯域等の周波数帯では信号処理
回路に適用することが困難であった。
【０００７】
また他の信号処理回路と一体に集積回路化する場合、演算増幅回路７及び８を集積回路化
することになり、その分素子数が増大し、これにより集積回路化に不向きな問題もあった
。
【０００８】
本発明は以上の点を考慮してなされたもので、従来に比して高い周波数で使用でき、かつ
集積回路化に適したインピーダンス変換回路と、このインピーダンス変換回路を用いた映
像機器、オーディオ機器及び通信装置を提案しようとするものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　かかる課題を解決するため本発明においては、第１及び第２の入力端の電圧に応じて、



(5) JP 4210873 B2 2009.1.21

10

20

30

40

50

インピーダンス回路の第１及び第２の端子にそれぞれ駆動電流を供給し、またこの第１及
び第２の端子の電圧に応じて、それぞれ第２及び第１の入力端より電流を流出させる。
【００１０】
　第１及び第２の入力端の電圧に応じて、インピーダンス回路の第１及び第２の端子にそ
れぞれ駆動電流を供給し、またこの第１及び第２の端子の電圧に応じて、それぞれ第２及
び第１の入力端より電流を流出させれば、第１及び第２の入力端より見たインピーダンス
においては、インピーダンス回路によるインピーダンスの逆数に所定の抵抗値を乗算した
インピーダンスになる。これによりインピーダンス回路のインピーダンスを変換してなる
入力インピーダンスを得ることができる。このとき差動対の組み合わせによりインピーダ
ンス変換回路が作成されることにより、演算増幅回路による場合のような周波数の制限を
受けることなく、動作周波数を拡大でき、また簡易な構成により容易に集積回路化するこ
とができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施の形態を詳述する。
【００１２】
（１）第１の実施の形態
図１は、本発明の第１の実施の形態に係るインピーダンス変換回路を示す接続図である。
このインピーダンス変換回路１０は、前段に配置された所定の信号処理回路と一体に集積
回路を構成し、例えばオーディオ信号の信号処理に適用される。
【００１３】
このインピーダンス変換回路１０において、トランジスタＱ１及びＱ２は、差動対を構成
する。すなわちトランジスタＱ１及びＱ２は、コレクタが電源ＶＣＣに接続され、ベース
にバイアス電源Ｖｅが接続される。またトランジスタＱ１及びＱ２は、それぞれエミッタ
に抵抗Ｒ１１及びＲ１２が接続され、この抵抗Ｒ１１及びＲ１２の他端間に、所定のイン
ピーダンス回路１１が接続される。さらにトランジスタＱ１及びＱ２は、この抵抗Ｒ１１
及びＲ１２の他端がそれぞれトランジスタＱ３及びＱ４を介して接地される。
【００１４】
これらトランジスタＱ３及びＱ４は、それぞれエミッタに電流源１２及び１３が接続され
、またエミッタ間が抵抗Ｒ１３により接続され、トランジスタＱ５及びＱ６にベース電圧
が設定されるようになされている。
【００１５】
トランジスタＱ５及びＱ６は、それぞれ電流源１４及び１５によりエミッタが接地され、
またコレクタが電源ＶＣＣに接続される。またトランジスタＱ５及びＱ６は、インピーダ
ンス回路１１より、それぞれトランジスタＱ２側及びトランジスタＱ１側の端子電圧をベ
ースに受け、このベースの接続とは逆に、各エミッタをそれぞれトランジスタＱ１及びＱ
２側に対応するトランジスタＱ３及びＱ４のベースに接続する。
【００１６】
これによりトランジスタＱ１及びＱ２は、電源Ｖｅ、電流源１２～１５、トランジスタＱ
３～Ｑ６、抵抗Ｒ１１～Ｒ１３と共に、インピーダンス回路１１をバイアス電源Ｖｅによ
り決まる電圧により直流バイアスするハイインピーダンスのバイアス回路を構成する。
【００１７】
ここで抵抗Ｒ１１及びＲ１２は、等しい抵抗値Ｒ０に設定され、抵抗Ｒ１３は、抵抗Ｒ１
１及びＲ１２の抵抗値Ｒ０の２倍の抵抗値２Ｒ０に設定されるようになされている。
【００１８】
トランジスタＱ７及びＱ８は、それぞれエミッタに電流源１６及び１７が接続され、また
エミッタ間が抵抗Ｒ１４により接続される。また前段の信号処理回路より入力信号Ｖ１及
び－Ｖ１の入力を受ける第１及び第２の入力端がそれぞれベースに接続され、各コレクタ
がインピーダンス回路１１の各端子に接続されるようになされている。ここで抵抗Ｒ１４
は、抵抗値２Ｒ１に設定される。
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これによりトランジスタＱ７及びＱ８は、第１及び第２の入力端の電圧Ｖ１及び－Ｖ１に
応じて、インピーダンス回路１１の第１及び第２の端子にそれぞれ駆動電流を供給する第
１の差動対を構成する。
【００２０】
これに対してトランジスタＱ９及びＱ１０は、それぞれエミッタに電流源１８及び１９が
接続され、またエミッタ間が抵抗Ｒ１５により接続される。またそれぞれコレクタを第２
及び第１の入力端に接続し、各ベースをトランジスタＱ５及びＱ６のエミッタに接続する
。これによりトランジスタＱ９及びＱ１０は、トランジスタＱ５及びＱ６、電流源１４、
１５、１８、１９、抵抗Ｒ１５と共に、インピーダンス回路１１の第１及び第２の端子の
電圧に応じて、それぞれ第２及び第１の入力端より電流を流出させる第２の差動対を構成
する。ここで抵抗Ｒ１５は、抵抗値２Ｒ２に設定される。
【００２１】
以上の構成において、前段の信号処理回路より入力される入力信号Ｖ１及び－Ｖ１は、ト
ランジスタＱ７及びＱ８に入力され、このトランジスタＱ７及びＱ８の電流駆動により、
インピーダンス回路１１に駆動電流が供給される。
【００２２】
ここでインピーダンス回路１１の端子電圧をそれぞれＶ２及び－Ｖ２とし、インピーダン
ス回路１１のトランジスタＱ１側端においてキルヒホッフの定理を適用すると、このイン
ピーダンス変換回路１０においては、次式の関係式を得ることができる。なおここでｉ１
は、抵抗Ｒ１１の電流であり、ｉ２は、インピーダンス回路１１の電流である。またｉ３
は、トランジスタＱ３のコレクタ電流であり、ｉ４は、トランジスタＱ８のコレクタ電流
である。またＺは、インピーダンス回路１１のインピーダンス２Ｚの１／２の値である。
【００２３】
【数２】

【００２４】
【数３】

【００２５】
【数４】

【００２６】
【数５】
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【００２７】
　ここでトランジスタＱ５及びＱ６のベースにインピーダンス回路１１の両端が接続され
、これらトランジスタＱ５及びＱ６のエミッタが、他方のトランジスタＱ２及びＱ１に接
続されたトランジスタＱ４及びＱ３のベースに接続されるようになされていることにより
、（２）式の電流ｉ３は、次式により表される。
【００２８】
【数６】

【００２９】
これら（３）～（６）式を（２）式に代入すれば、次式の関係式を得ることができる。
【００３０】
【数７】

【００３１】
ここでトランジスタＱ９及びＱ１０のベースがそれぞれトランジスタＱ５及びＱ６のエミ
ッタに接続されていることにより、インピーダンス変換回路１０は、このトランジスタＱ
９及びＱ１０により、インピーダンス回路１１の端子電圧に応じて、第１及び第２の入力
端より、次式で表される電流ｉＸを流出させることになる。
【００３２】
【数８】
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【００３３】
ここで（７）式を（８）式に代入すれば、次式の関係式を得ることができる。
【００３４】
【数９】

【００３５】
これにより入力端よりインピーダンス変換回路１０を見たインピーダンスＺ１は、次式に
より表され、図２に示すように、入力端の両端に、インピーダンスＺ１が接続されている
ことが分かる。すなわちこのインピーダンス変換回路１０の入力端より見たインピーダン
スＺ１においては、インピーダンス回路１１のインピーダンス２Ｚの１／２の逆数に、差
動対に配置された抵抗２Ｒ１、２Ｒ２の半分の抵抗値Ｒ１４、Ｒ１５の抵抗値Ｒ１、Ｒ２
を乗算した値となる。またこのインピーダンスＺ１の中点においては、接地されているこ
とになる。
【００３６】
【数１０】

【００３７】
これによりこのインピーダンス変換回路１０においては、インピーダンス回路１１のイン
ピーダンスを変換することができ、インピーダンス回路１１に種々の素子を配置して、集
積回路全体として所望の特性を実現できることが分かる。
【００３８】
すなわちインピーダンス回路１１に容量Ｃのコンデンサを接続すれば、インピーダンス回
路１１のインピーダンスＺは、１／ＳＣと表し得ることにより、（１０）式に代入して、
このインピーダンス変換回路１０の入力インピーダンスＺ１を次式により表すことができ
る。なおここで、Ｓは、ラプラス演算子である。
【００３９】
【数１１】

【００４０】
これによりインピーダンス回路１１にコンデンサを配置して、集積回路内に、値Ｃ・Ｒ１
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、小容量のコンデンサにより所望のインダクタンスを形成できることが分かる。
【００４１】
またこれとは逆に、インピーダンス回路１１に値Ｌのインダクタンスを接続すれば、イン
ピーダンス回路１１のインピーダンスＺは、ＳＬと表し得ることにより、（１０）式に代
入して、このインピーダンス変換回路１０の入力インピーダンスＺ１を次式により表すこ
とができる。
【００４２】
【数１２】

【００４３】
これによりインピーダンス回路１１にインダクタンスを配置して、容量Ｌ／Ｒ１Ｒ２によ
るコンデンサを形成できることが分かる。また抵抗値Ｒ１及びＲ２を選択して、小容量の
インダクタンスにより所望の容量によるコンデンサを形成できることが分かる。
【００４４】
またインダクタンス及びコンデンサの並列接続回路をインピーダンス回路１１に配置する
と、このインピーダンス回路１１においては、インピーダンスＺを１／（ＳＣ＋１／ＳＬ
）で表し得ることにより、（１０）式に代入して、このインピーダンス変換回路１０の入
力インピーダンスＺ１を次式により表すことができる。
【００４５】
【数１３】

【００４６】
これによりこの場合には、容量Ｌ／Ｒ１Ｒ２によるコンデンサと、値ＣＲ１Ｒ２によるイ
ンダクタンスの直列接続回路によるインピーダンスＺ１を形成できることが分かる。
【００４７】
またインダクタンス及びコンデンサの直列接続回路をインピーダンス回路１１に配置する
と、このインピーダンス回路１１においては、インピーダンスＺを１／ＳＣ＋ＳＬで表し
得ることにより、（１０）式に代入して、このインピーダンス変換回路１０の入力インピ
ーダンスＺ１を次式により表すことができる。
【００４８】
【数１４】
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【００４９】
これによりこの場合には、容量Ｌ／Ｒ１Ｒ２によるコンデンサと、値ＣＲ１Ｒ２によるイ
ンダクタンスの並列接続回路によるインピーダンスＺ１を形成できることが分かる。
【００５０】
以上の構成によれば、第１及び第２の入力端電圧Ｖ１及び－Ｖ１に応じてインピーダンス
回路１１の第１及び第２の端子に駆動電流を供給すると共に、この第１及び第２の端子電
圧に応じて第２及び第１の入力端より電流を流出させることにより、複数対の差動対によ
りインピーダンス変換回路を構成することができる。これにより従来に比して高い周波数
で使用でき、かつ集積回路化に適したインピーダンス変換回路を得ることができる。
【００５１】
またＮＰＮ型トランジスタの差動対により構成することにより、全体構成を簡略化でき、
また従来に比して動作可能な電源電圧ＶＣＣを低減することができる。
【００５２】
（２）第２の実施の形態
図３は、本発明の第２の実施の形態に係るインピーダンス変換回路を示す接続図である。
この実施の形態においては、このインピーダンス変換回路２０が所定の信号処理回路と共
に集積回路化される。なおこの図３に示す構成において、図１について上述した構成と同
一の構成は、対応する符号を付して示し、重複した説明は省略する。
【００５３】
このインピーダンス変換回路２０は、前段の信号処理回路より入力信号Ｖ１及び－Ｖ１の
入力を受ける第１及び第２の入力端に対応して、後段の信号処理回路に出力信号Ｖ３及び
－Ｖ３を送出する出力端が配置される。さらにこの入力端に対する出力端の配置に対応す
るように、トランジスタＱ７及びＱ８の差動対に対応するトランジスタＱ１７及びＱ１８
による差動対、このトランジスタＱ１７及びＱ１８の各エミッタを接地する電流源２６、
２７、トランジスタＱ１７及びＱ１８のエミッタ間を接続する抵抗Ｒ２４が配置される。
これらトランジスタＱ１７及びＱ１８は、トランジスタＱ７及びＱ８に対応するように、
出力端、インピーダンス回路１１等に接続され、抵抗Ｒ２４の抵抗値が抵抗Ｒ１４と等し
い抵抗値に設定される。
【００５４】
またインピーダンス変換回路２０は、この入力端に対する出力端の配置に対応するように
、トランジスタＱ９及びＱ１０の差動対に対応するトランジスタＱ１９及びＱ２０による
差動対、このトランジスタＱ１９及びＱ２０の各エミッタを接地する電流源２８、２９、
トランジスタＱ１９及びＱ２０のエミッタ間を接続する抵抗Ｒ２５が配置される。これら
トランジスタＱ１９及びＱ２０は、トランジスタＱ９及びＱ１０に対応するように、出力
端、インピーダンス回路１１等に接続され、また抵抗Ｒ２５の抵抗値が抵抗Ｒ１５と等し
い抵抗値に設定される。
【００５５】
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図３に示す構成において、第１の実施の形態と同様に、インピーダンス回路１１の一端に
ついてキルヒホッフの定理を適用すると、次式の関係式を得ることができる。なおここで
ｉ５は、トランジスタＱ１８のコレクタ電流である。
【００５６】
【数１５】

【００５７】
【数１６】

【００５８】
この（１６）式を（３）～（６）式と共に（１５）式に代入すれば、次式の関係式を得る
ことができる。
【００５９】
【数１７】

【００６０】
この場合、トランジスタＱ９及びＱ１０は、（８）式について上述した電流値ｉＸに代え
て、次式により表される電流ｉＸ１を第１及び第２の出力端より流出させ、トランジスタ
Ｑ１９及びＱ２０は、同様に電流ｉＸ２を出力端より流出させることになる。
【００６１】
【数１８】
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【００６２】
【数１９】

【００６３】
これによりこの実施の形態においては、入力電圧Ｖ１でなる第１の入力端と、対応する出
力電圧Ｖ３でなる第１の出力端においては、異なる向きにより等しい電流値ｉＸ１（ｉＸ
２）が流れ、また同様に入力電圧－Ｖ１でなる第２の入力端と、対応する出力電圧－Ｖ３
でなる第２の出力端においても、異なる向きにより等しい電流値ｉＸ１（ｉＸ２）が流れ
ることが分かる。
【００６４】
これは第１及び第２の入力端間で入出力する電流値と等しい電流値が第１及び第２の出力
端間で入出力することを意味し、これにより図４に示すように、このインピーダンス変換
回路２０においては、入力端及び出力端間に所定インピーダンスＺ２による２端子対の回
路網が形成されることを意味する。
【００６５】
これにより入力電圧Ｖ１及び出力電圧Ｖ３間の電位差（Ｖ１－Ｖ３）について、次式の関
係式により、これら２端子対回路網によるインピーダンスＺ２を計算することができる。
【００６６】
【数２０】

【００６７】
すなわちこのインピーダンス変換回路２０においては、入力端及び出力端間に所定インピ
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ーダンス２Ｚの１／２の逆数に、差動対に配置された抵抗２Ｒ１、２Ｒ２の半分の抵抗値
Ｒ１４、Ｒ１５の抵抗値Ｒ１、Ｒ２を乗算した値となる。
【００６８】
またこの（２０）式によるインピーダンスＺ２は、（１０）式について説明したインピー
ダンスＺ１と等しいことにより、この実施の形態においても、（１１）～（１４）式の関
係が成立し、インピーダンス回路１１にキャパシタンス、インダクタンスを適用した場合
には、インダクタンス、キャパシタンスをそれぞれ配置した場合と同様のインピーダンス
Ｚ２を得ることができ、またキャパシタンス、インダクタンスの並列接続、直列接続の場
合には、これらを直並列変換ができることがわかる。
【００６９】
図３に示す構成によれば、第１の実施の構成に加えて、第３及び第４の入力端でなる第１
及び第２の出力端の電圧に応じて、インピーダンス回路１１の第１及び第２の端子にそれ
ぞれ駆動電流を供給する第３の差動対と、インピーダンス回路１１の第１及び第２の端子
の電圧に応じて、それぞれ第２及び第１の入力端より電流を流出させる第４の差動対とを
配置することにより、所望のインピーダンスによる２端子対回路網を形成して、第１の実
施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００７０】
また従来困難であったインダクタンスとキャパシタンスとの梯子型伝送網をＩＣ内に構築
することができ、これにより楕円関数を用いたＴ型の回路を実現することができる。また
同時に少ない素子数で高いＱ値のフィルターを２端子対回路網で実現することができる。
【００７１】
また２端子対を形成できることにより、インピーダンス変換回路を完全差動で動作させる
ことができる。これにより従来のアクティブフィルターでは実現困難な差動動作のアクテ
ィブフィルターを構築することができる。さらにこのような差動動作型によって、回路内
に信号電流のループを形成することができ、インピーダンス変換回路として安定度を向上
することができ、また消費電力を低減し、チップ面積を縮小することができる。
【００７２】
（３）他の実施の形態
なお上述の実施の形態においては、本発明をオーディオ信号の信号処理回路に適用する場
合について述べたが、本発明はこれに限らず、種々のオーディオ機器、ビデオテープレコ
ーダ等の映像機器、さらには携帯電話等の無線通信装置、ケーブルテレビ等の有線による
通信装置に広く適用することができる。
【００７３】
【発明の効果】
上述のように本発明によれば、第１及び第２の入力端電圧に応じてインピーダンス回路の
第１及び第２の端子に駆動電流を供給すると共に、この第１及び第２の端子電圧に応じて
第２及び第１の入力端より電流を流出させることにより、従来に比して高い周波数で使用
でき、かつ集積回路化に適したインピーダンス変換回路と、このインピーダンス変換回路
を用いた映像機器等を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係るインピーダンス変換回路を示す接続図である。
【図２】図１のインピーダンス変換回路の等化回路を示す接続図である。
【図３】本発明の第２の実施の形態に係るインピーダンス変換回路を示す接続図である。
【図４】図３のインピーダンス変換回路の等化回路を示す接続図である。
【図５】従来のインピーダンス変換回路を示すブロック図である。
【符号の説明】
１、１０、２０……インピーダンス変換回路、Ｑ１～Ｑ２０……トランジスタ、Ｒ１１～
Ｒ２５……抵抗
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